





















































A Study of Low Academic Achievement of School Boys and Girls from BURAKU




　The purpose of this study is to clarify the view of academic achievement peculiar to the BURAKU parents. Because 
the difference of the view of academic achievement between the BURAKU parents and the parents other than BURAKU 
is considered to be the background factor of low academic achievement of school boys and girls from BURAKU. 
Respondents are 160 school boys and girls, including 43 from BURAKU. 
　As a result of analysis, it became clear that while the BURAKU parents consider it is important to make their children 
gain academic achievement, they don’t regard academic achievement as the means to gain educational credential. 
About the formation process of such the view of academic achievement, explanation was tried from the following two: 
“caste barrier” and “absence of familiar persons who have high educational credential”.
キーワード：被差別部落、低学力、保護者の学力観
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被差別部落の低学力問題に関する一考察
うのである。出身階層と本人の学力や学歴、ひいて
は到達階層とが密接な関係にあるということは、社
会学者の間では以前から自明視されていたものの、
社会的には認知されていなかった。それゆえ、社会階
層的な視点からの提言が広く社会に受け入れられる
ようになったことは、大きな進歩であると言えよう。
　しかしその一方で、被差別部落の子どもたちや帰
国子女、ニューカマーの子どもたちといった、マイノ
リティの子どもたちの学力保障問題については、一
部の研究者や教育実践家によって研究や取り組みが
行われているものの、社会一般ではそれほど取りざ
たされることはなく、いわば立ち遅れた状況にある。
　今後、学力問題を検討するにあたっては、社会階
層的視点からのみならず、マイノリティの子どもた
ちの学力保障という点からのアプローチがますます
必要となってくるであろう。具体的なアプローチの
方法としては、志水（1996）が参考になろう。志水
は、学校文化の周縁に位置する子どもたち、すなわ
ち「マイノリティ（弱者）」の教育体験に着目した
事例研究の積み重ねの必要性を説いている。このよ
うな事例研究を積み重ねることによって、マイノリ
ティの子どもたちの教育ニーズと学校文化が提供す
るものとの葛藤や齟齬を浮き彫りにし、学校文化変
革の糸口を探ろう、というのである。志水は、いじ
めや不登校などの「教育病理」への対応として、学
校文化そのものの変革を訴えているのであるが、そ
れはマイノリティの子どもたちの学力保障問題を考
える上でも有効な視点であると言える。
　本稿で調査対象としたＰ中学校のある教師によれ
ば、近年では、どの生徒が部落出身なのかを把握し
きれていない教師も少なくないと言う。このような
状況では、部落生徒は一般生徒と同じように扱われ
る可能性が高いとともに、部落生徒の低学力は、
個々人の能力や努力の問題、ひいては家庭の問題と
して片付けられる可能性が高いと言える。仮にそう
なれば、部落の子どもたちの低学力問題は結果的に
隠蔽されることとなり、部落・部落外間の不平等が
人々の目には見えないところで拡大再生産されるこ
ととなろう。このような事態を避けるためにも、部
落の子どもたちを含めたマイノリティの子どもたち
の今日的状況を把握し続けていくなかで、彼らの教
育ニーズを拾いあげていく作業が必要とされるとと
もに、それらの教育ニーズを満たすために学校や地
域になにが求められるのかを絶えず問うていくこと
が求められよう。
注
（１）詳しくは、原田（2003、34‒41頁）を参照のこと。
（２）表４の「高校まで」のなかには、「すぐ仕事
につく」「専門学校や各種学校に行く」と回答
した者も含まれている。
（３）小学５年時の“家の人の進学期待”と中学３
年時の“家の人の進学期待”との関連を部落・
部落外別に分析したところ、部落で小学５年時
に「わからない」と回答した者のうち６割以上
が、中学３年時に「高校まで」と回答していた。
一方、部落外では小学５年時に「わからない」
と回答した者のうち５割近くが、中学３年時に
「大学・短大まで」と回答していた。
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